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所得分析と産業連関分析との関係

その２‐一産業別， 所得階級別に分類された局面での関連性
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前稿で， われわれは， 所得分析と産業連関分析との関係を， 最も良く理解し易い形で把えるため

に， 両過程をマクロ的局面という同一ディメンジョンに置いて， 所得形成と産出高形成の両過程

が， 各段階ごとに期を追って， 互いにどのように影響し合いながら進行して行くかを， 各期ごとの

諸変数の値を計算することによって， みて来た．
本小論では， これとは全く逆に， 産業部門， 所得部門， 消費係数等を複数個に分けて， それら部

門相互間で， 産出高形成と， 所得形成との両過程が， どのように干渉し影響し合いながら進行して

行くかを， 分析の対象とする．
以下の分析の中で， 前回のマクロ的分析では表面に現われなかったいろいろな関係が， 明らかに

なる． その中でも特に注目したいのは， 所得階級間の所得分配と， それぞれの所得部門の消費性向

との違いが， 産出高形成のみならず， 所得形成にも影響を与えているという事実である．

　

しかしながら， この小論での論述の目的は， あくまで産出高形成と所得形成との両過程の関連性

を明らかにすることにある． 従って， 所得分配と消費性向との影響の分析はここでは明確に行なう

ことができなかった． それは残された問題として， 今後の研究にゆだねることにしたい．

２．

　

一 般 的 形 態

　

まず， 最も一般的な形で論を進めるため， 産業部門をｎ個の産業に， 所得部門をｒ個の所得階級

に分け， そして消費支出需要は， 他の外生的支出需要から区別して， それぞれの所得階級の所得の

函数として， ｒ個の所得部門からのｎ個の財への消費需要に分ける． 更にその他の外生的需要は，
従来通り一本にまとめて列ベクトルで表示する． 即ち従来の産業連関分析と異なるのは， 初発的支

出としての役割を演ずるものが， 消費支出を含めた最終需要全体ではなくて， 今回はそのうちの外

生的支出需要のみとなり， 消費支出需要は， 階級別所得の従属変数として内生的に決定される変数

となっていることである。 従って消費支出需要は， 従来と異なり， 同じ最終需要を構成する要素で

ありながらも， 分析の際には被乗数の側から乗数の側にまわるという， 特殊な性質を持たされたわ

けである．

－
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さて， このような形での一般的産業連関表は， 第１表のようになる，
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第１表に使われている記号の意味は次のようになる．
Ｘｉ～ｉ産業産出高 （ｉ＝１，２……ｎ）

Ｘｉｊ～ｊ産業の生産のために必要な原材料として用いられるｉ産業生産物の投入高

（ｉ，ｊ＝１，２，，．，，．ｎ）

Ｖｒｉ産業の生産にょ て稼得されたｋ所得階級の所得（Ｅ ＝：：：：〆）

Ｃｒｋ所得階級の所得からのｉ財への消費支出需要（に 趨：：：：：：￥）

　

ｆｉ～ｉ 財への外生的支出需要（ｉ＝１，２……ｎ）

この第１表の各変数を用いて， 一般的な総産出高の需要供給均等の連立方程式は， 次のように算
こ

　

” さ
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次に， 諸係数を下記のようにする．

投入係数～ａ”＝ 誉 （ｉ，ｉ＝１’２－ｎ）
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投入係数は， ｊ産業部門の生産のために原材料として投入されるｉ財の， ｊ部門産

　　　

出高に対する比． いいかえれば， ｊ財１単位の生産のために必要なｉ財の投入高．
所得階級別，産業別

付加価値率～ｖｋｊ－蔓ず（に１，２・－・ｒ，ｉ－ 扇，・．－－ｎ）

ｊ産業生産によって稼得されたｋ所得部門所得の，ｊ産業産出高に対する比．
品目別， 所得階級別

消費係数 ～ 庸 崇（☆－｛； 公 二￥）， （に でＶｋ＝ｚｖｋｉ（ｋ＝１，２ －．ｒ）でぁる・）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｉ＝ｌ

　　　　　　

ｋ所得部門所得から第ｉ財へ向けられた消費支出の， ｋ所得部門所得に対する比．

これらの諸係数を計算して一表にまとめれば第２表のようになる．

（第２表）
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従って， これらの係数を前の①式に代入して書き直せば次のようになる．
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盟ａｉｊＸｊ十 ｘｃｉｋＶｋ十ｆｉ＝Ｘｉ（ｉ＝１，２……ｎ）
ｉ＝１

　　　　　　

１（＝ｌ

となる．

　

このｎ個の連立方程式に対するｎ個の未知数の解を求めることが， 産業別必要産出高を計算する

ことになり， それが産業連関分析の一つの主要目的である．
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３．

　

２部門分割による論述

　

以後， 論を進めるに当り， 上記の基本原理を保ちながら， しかも出来る限り理解を容易にするた

め， 部門数を最少必要限度にしぼることにする。 すなわち， 産業部門を２個， 所得部門を２個 （賃

金所得部門と利潤所得部門）とし， 従って内生的消費支出も， ２所得部門から２財へとする． 原理

はｎ個の産業部門， ｒ個の所得部門の場合と全く変わらない。

　

さて， ２部門分割の場合の産業連関表， 及びその数値例をまとめて第３表とする。
（第３表）
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第３表の産業連関表から， 前出の一般式の場合と同様に， 総産出高の需要供給均等の連立方程式

を導くと， 次のようになる．

ｆｘ・・十×・２＋ｃ・・十ｃ・２十ｆ・＝
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ｆｌｏ十３０十２０十１０十３０＝１００
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更に， 前回にならって， 投入係数， 付加価値率， 消費係数等を次のように算出し， その数値例と

共に一表にまとめれば， 第４表のようになる．

投入係数～ 貯 晋 （ｉ，ｉ；１，２）

付加価値率～ｖ貯 蒙デ（ｋ，ｉ＝・，２）

消費係数～ 庸 著 （ｉ，ｋ＝１，２）

（但し Ｖｋ の ｋ＝１は賃金所得 Ｗ（＝Ｗ，十Ｗ２） とし，ｋ＝２は利潤所得 Ｐ（＝Ｐ，十Ｐ２） とする。）
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Ｐ・ 一

　

１

　　　　　　　

Ｐ２

　

＝

　

５
ｖ２．＝ヌ；－－習ｒ

　

ｖ２２＝「孝三÷

　

÷ｉｉ；÷

－５５－



Ｖｏｌ．２４Ｎｏ．２

　　　　

ＪｏｕｒｎａｌｏｆＨｏｋｋａｉｄｏ ＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙｏｆＥｄｕｃａｔｉｏｎ（Ｓｅｃｔｉｏｎ

　

ＩＢ） Ｊａｎｕａｒｙ，１９７‘１

そして， それぞれの諸係数を要素とする行列を次のように定める．

１０

　

’

　

１０

　

５

　　　

１

付加臓彬戦 傷≧－］に Ｔ］

なおこのほかに従来のレオソチェフ逆行列 Ｂ＝［１－Ａｒｉ

　

は，

４

　

’

　　

４

　　　　　

１２

　

’

　

１２

（イニ（１一ａ，．）（１－ａ２２）－ａ，２ａ２，キ０）

とし， 更に次の消費支出行列Ｄを付け加える．

Ｄ一三１洋髪］一様士８］
前例にならって， これら諸係数の値を第②式に代入すれも， 次のようになる．

★ ×ｌｍ＋長
。
×ｌｍ十ｇ×６０十き×６０十３０＝ｌｍ

★ ×ｌｍ＋☆ ×ｌｍ十ｇ×６０十 ６０十２０－ｌｍ

こ こで、，

賃金所得 Ｗ＝Ｗ，十Ｗ２

　　　　

６０＝５０十１０

利潤所得 Ｐ＝Ｐ，十Ｐ２

　　　　　

６０＝１０十５０

であり， また付加価値率の定義から

ｗＦｍｘ，（誓・ｘ・）， Ｗ２－－ｘ２（誓・ｘ一

Ｒに 晦ｘ，（暑・ｘ．）， ｐ２＊ｘ２（署・ｘ２）

である． 従って，

｛臨 雛；濯ご葛まず２

　

６０＝５０十１０＝＊×１００十ず・ｏて）

　　　　　　　　

６０‐１０十５０‐ お×ｌｍ十 長 ×ｌｍ

′ 十

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

′ 、

となる． この値を第 ②′式に代入して

　

ａ，．×．十ａ，２Ｘ２十ｃ，．（も．×．十ｖ，２Ｘ２）十ｃ．２（ｖ２．×．十ｖ２２Ｘ２）十ｆ，＝×．

　　　

〃

　

ａ２．×，十ａ２２Ｘ２＋ｃ２．（ｖ，．×，十ｖ，２Ｘ２）十ｃ２２（ｖ２．×，十ｖ２２Ｘ２）十ｆ２＝Ｘ２

－

　

５６

　

－
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・ｏｏ＋＊・ｏｏ十号係×・ｏｏ＋★×・ｏｏ）＋古島×・ｏｏ＋品×・ｏｏ）十３０一・ｏｏ

寺・ｏｏ十お・ｏｏ （＊・ｏｏ十 ・ｏｏ）＋古島×・ｏｏ壕×・ｏｏ）十２０一・ｏｏ

となる。 ここで次のように， たいへん重要な意味をもつ変換を行なう． すなわち， ②
″ 式の中の消

費支出を一度分解して， Ｘ，， Ｘ２の係数として再編成し直す．

②ｔｅｌｌ鑓憂欝三豊；瀧ｇ認許１１－；薯宣誓－落手三菱Ｉ
Ｅ薯亘薯橿驚涯驚喜＝審議＝＝三菱；③
お・ｏｏ十奇・ｏｏ十（者×ふき論）×・ｏｏ十 お き壷）×．ｏｏ十３０‐１００

＊・ｏｏ十兆×・ｏｏ十（号×ふき碕）×・ｏｏ十（号×計青嘉）×・ｏｏ十ｍ－・ｏｏ

この最後の③式を行列表示すれば，

［総量コ莞］＋に豊三可［蓬驚］駁］＋Ｅゴー毘］③′

醗］［潔日量；；］慶喜］彊］＋餅棚］
記号化すれば，

　　

ＡＸ十ＣＶＸ十ｆ＝×

　　

③′′

この ③″式を変更して，

　　

（１－Ａ－ＣＶ）×＝ｆ

　　

④

これが求める産出高形成と所得形成の基本方程式となる． 従って求める解は次のようになる。

　　　

Ｘ＝（１－Ａ－ＣＶ）－ｌｆ

　　

④′

隊ＩＨ塾墓誌￥業鰯雲デー＝害さ濯土禦ぎ］－
１［匙］④′′

［湖‐唖里薄謝謹聴難症８］

　　　　　　　　　　　　　　

ｒ４３

モず，二霧］
－Ｔ虚喝 誹８］

撰輩］園
すなわち， 外生的支出ｆに逆行列 （１－Ａ－ＣＶ）

－１を乗ずることによって， 原材料（中間需要）Ａ

と消費支出需要 ＣＶ とに対する生産を考慮に入れた， 総産出高×が決定されることになる。

４． 逆行列乗数（１－‐Ａ－ＣＶ）－１の意味

所得形成の過程を含んだ産出高形成の逆行列は， 前述の通り（１－Ａ－ＣＶ）－１となるが， ここで

－５７

　

－



Ｖｏｌ．２４Ｎｏ．２

　　　　

ｊｏｕｒｎａｌｏｆＨｏｋｋａｉｄｏ ＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙｏｆＢｄｕｃａｔｉｏｎ（Ｓｅｃｔｉｏｎ

　

ＩＢ） ｊａｎｕａｒｙ，１９７４

は， 両過程の関連性をよく理解するために， この逆行列を更に
詳しく検討分析してみよう．

　

（１） そのためにまず， この逆行列と， 従来のレオソチェフ逆行列
Ｂ＝（１－Ａ）－１ との相違から

述べよう．

　

レオソチェフ逆行列を使って， 最終需要から総産出高を求める式は，

　　　

Ｘ＝ＢＦ＝（１－Ａ）‐ＩＦ

となるが， この場合の被乗数である最終需要Ｆは， 前出の外生
的支出需要ｆに消費支出需要Ｄを加

えたもの， すなわち，

Ｆ一 国 ‐Ｄｉ十ｆ一際 窯 ＝；］（ｉ；｛・，１，‐‐‐．‐‐１｝，ｎ次のダリベクトル）

　　　　　　　
である． これに対して， 本節の逆行列（

１－Ａ－ＣＶ）－１を乗ずる対象となる被乗数は， 外生的支出需

要ｆのみである．

このような， 被乗数の側における両者の間の相違は， 乗数の側にお
ける差によって相殺される． す

なわち， レオンチュフ逆行列乗数の値は，

（４＝（１ーａ，，）（１ーａ２２）一ａ，２ａ２，キ０）

となるが， 他方， 逆行列乗数（１－Ａ－ＣＶ）
－１を計算した値は，

隆＊］－素膚；茎臨調
となって， レオンチュフ逆行列乗数Ｂより相当大きな値を示している． 従って， 求める総産出高は

それぞれ次のように算出される．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１２

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

９４

　　　　　　　　　 　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

９４

　

（２） 次に，

　

この逆行列 （１－Ａ－ＣＶ）－１の意味を一層明らかにするために， この乗数の各変数

への波及の姿を， 時の経過と共に各段階ごとに変数の値を算出するこ
とによって， この乗数が形成

されて行く様子を観察してみよう。 各変数の右肩のカッコを付けた添字は， それ
ぞれの段階数を表

わすものとする．

（第１段階）

　

①外生的支出ｆ～頭初に， 生産を誘発する初発的刺激として， まず外部から外生的支
出（主とし

て投資）

－

　

５８

　

－
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が与えられる。 この値は， その後各段階を通じて， 最初の水準を維持するものとする．

②総産出高 ×（１）～各企業は， この外生的支出需要をみたすために， 第１段階においては， 取り敢え

ず， この分の生産を行なう。 従って，

Ｘ（・モ１８日１１日室８］
③原材料投入高 Ｕ（１）～第１段階における

　

×（１）の生産のために必要となる原材料の投入高 Ｕ（１）は，

投入係数行列Ａを第１段階の産出高

　

×（１）に乗じて算出される。

Ｕ（・）一ＡＸ（・）－Ａｆｔ三 劃至正に薯墓誌］

錆 喜劇‐［欄‐［＆］
④付加価値Ｖ（１）＝分配国民所得 １）～第１段階における付加価値， すなわち， 所得は， その期の産

出高 ×（１）に付加価値率Ｖを乗じて算出される。

Ｖ（・）一戦 駅（・）＝Ｖｆ＝飽 漉］［１１日；－主題車１］

このようにして算出された列ベクトルの上の数字は賃金所得を， 下の数字は利潤所得を表わす。

⑤消費支出Ｃ（１）～第１段階の消費支出 Ｃ（１）は， その期の所得 Ｙ（１）（付加価値 Ｖ（１）） に消費係数Ｃ

を乗じて計算される．

Ｃ（・にＣＹ（・に研一臆 琵琶］騒二 割王室］

　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　

　　　　

６０　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

６０

これで第１段階における波及の結果としての， 諸変数の値の算出を終り， 次いで第２段階に入る。

－

　

５９

　

一



　

‐Ｖｏｌ，ｚ４Ｎｏ．２

　　　　

ＪｏｕｒｎａｌｏｆＨｏｋｈａｉｄｏ ＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙｏｆＥｄｕｃａｔｉｏｎ（Ｓｅｃｔｉｏｎ

　

ＩＢ） Ｊａｎｕａｒｙ，１９７４

（第２段階）

②総産出高×（２）～第１段階においては， 各企業は， 取り敢えず外生的支出需要ｆに見合うだけの生

産を行なったが， 第２段階においては， その第１段階の生産×（１）のために投入された原材料Ｕ〈１）

と， 第１段階における所得 Ｙ
（１）から派生した消費支出需要 Ｃ（１）との， 二つの需要に応ずる分の生

産を行なわなければならない． すなわち，

×（２）＝Ｕ（１）十Ｃ（１）＝Ａｆ十Ｃｖｆ＝（Ａ十ＣＶ）ｆ

一江宣誓畳１１日１１好評宣誓二重８１欝饗ｉＤ閣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ー［程証認許１１麹落穂±＆＃露呈薙ぎキー］

一事灘園
一幕＝：±罪ＩＨ事ＩＨ轟］

③原材料投入高 Ｕ（２）～第２段階の原材料投入高 Ｕ（２）は， 第２段階の総産出高 ×（２）に投入係数Ａ

を乗じて算出される．

Ｕ（２）＝ＡＸ（２）＝Ａ（Ａ十ＣＶ）ｆ

１

　　　

３

　　　

１７

　　　

２５

　　　　　　　

１

　　　

３ １０１

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　

　　　　

６０

④付加価値 Ｖ（２）＝所得 Ｙ（２）

Ｖ（２）＝ ２）＝ＶＸ（２）＝Ｖ（Ａ十ＣＶ）ｆ

一二三覇］にも；驚喜二±種畜二言－＃巨費落穂；ｉ－］［キゴ

６０

　

一
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」

　　

６０

⑤消費支出 Ｃ（２）

Ｃ（２）＝ＣＹα）＝ＣＶＸ（２）＝ＣＶ（Ａ十ＣＶ）ｆ

（第３段階）

②総産出高 ×（３）＝（Ｕ（３）十Ｃ（３））

３）＝Ｕ（３）十Ｃ（３）＝Ａ（Ａ十ＣＶ）ｆ十ＣＶ（Ａ‐十ＣＶ）ｆ＝（Ａ十ＣＶ）
２ｆ

一言－驚喜萱土議題嫌－＝土器；電工三ｇｉ茎］２醐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３６００　　　　　　 　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３６００

③原材料投入高 Ｕ（３）

Ｕ（３）＝ＡＸ（３）＝Ａ（Ａ十ＣＶ）２ｆ

一［公費；量－－］［欝１１好奇巨星；ｉ然もｉ工基礎：窯変葺ｉ］
２閣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３６００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３６００

－

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

ー

④付加価値 Ｖ（３）＝所得 Ｙ（３）

Ｖ（３）＝ ３）＝ＶＸ（３）＝Ｖ（Ａ十ＣＶ）２ｆ

上；：；ｌｉ］Ｅ驚欝雛；鰹轍；；ｉ土屋－；－－］
２Ｇゴ



Ｖｏｌ．２４Ｎ０，２

　　　　

ｊｏｕｒｎａｌ。ｆＨｏｋｋａｉｄｏＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙｏｆＥｄｕｃａｔｉｏｎ（ｓｅｃｔｉｏｎ

　

ＩＢ） ｊａｎｕａｒｙ，１９７４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３６００

輔導［喜雄２［［遡‐薗部博亡霊ｉ］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３６００

⑤消費支出 Ｃ（３）

Ｃ（３）＝ＣＹ（３）＝ＣＶ（Ａ十ＣＶ）２ｆ

　　　　　　　　　　　　　　

２１６００　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２１６００

各段階ごとの諸変数の値の算出は以上のようになるが， これら諸変数が， 相互に影響し合いなが

ら波及して行く姿を図示すれば， 第１図のようになる。

第

　

１

　

図

ｆ＝×（１）ｒ÷÷→Ｕ（ｉ）

　　　　　　　

予÷÷；÷÷→×（２）＝Ｕ（１）十Ｃ（１）

　　　　　　

Ｕ（２）

　　　　　　　　

チ

選Ｌカー溢撃
て）Ｒｉ父温めｆ） ア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｙ（２）

　　　　　　　　

〉Ｃ（１２ノ

（ｉ雛◎ｆ） 優艶も，）
（ギ１））（三ｇ審￥（・））

→×窃）＝Ｕ（２）十Ｃ（２）

　　　　　　　

Ｕ（３）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

÷÷→×（４）…………

（・袋零せ～ 塾Ｃｖ）２ｆ）
…／

／

　

而して， その波及の行き尽くした窮極の状態における， 各変数の値は， 次のようになる．

②総産出高Ｘ

Ｘ＝×（１）＋×（２）＋×（３）＋……

　

＝ｆ十（Ａ十ＣＶ）ｆ十（Ａ十ＣＶ）２ｆ＋……

　

＝［１十（Ａ十ＣＶ）＋（Ａ十ＣＶ）２十……］ｆ

　　

ｌ

　

＝
１一（Ａ十ＣＶ）

ｆ＝［１－Ａ－ＣＶゴーｌｆ
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ＶＯＩ．２４Ｎ０，２

　　　　

ＪｏｕｒｎａｌｏｆＨｏｋｋａｉｄｏＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙｏｆＥｄｕｃａｔｉｏｎくＳｅｃｔｉｏｎ

　

ＩＢ）

　　　

ヱａｎｕセｒｙ，１９７４

［三割陰部際灘園‐［静聴］
以上でわれわれは， 各段階ごとの産出高形成と， 所得形成との， 両過程の各変数間の波及を通じ

て， 逆行列 ［１－Ａ－ＣＶゴー１が形成される姿を観察して来たわけであるが， 以上の分析の過程を通

じてわれわれは， 次のことを読みとることができる，

　

（イ） まず第１に， この産出高形成と所得形成との過程は， それぞれ， その形成が， 各段階ごと

に， どちらもその一部分だけしか達成しない状態のまま， 互いに影響し合っていることである． こ

れに対して， われわれは， 後節において， もう一つの方法， すなわち， 産出高形成の過程は， 各段

階ごとにその形成の全過程を完了し， このように形成の完成した産出高から， 各段階の所得が派生

するという形での， 分析を展開する．

　

（口） 第２に， この逆行列 ［１－Ａ－ＣＶ丁１の中では， 産出高形成と所得形成との両過程が， 混

然一体となって結合されており，

　

その両過程を載然と切り離すことができないことである． 従っ

て，

　

それぞれ両過程の形成の度合いや影響の仕方を，

　

区別して明示することが不可能となってい

Ｚ．

　

（′・） 第３に， その各段階ごとの波及の仕方を，くわしく分解して観察すれば， それぞれ， 各産

業に対する初発的支出が， 個々の産業の産出にどれだけ影響し， また， それぞれの産業の産出が，

どの階級の所得をどれだけ形成し， 更に， それぞれの階級の所得が， どのようにどの財の消費に向

けられているかが理解出来る． いい換えれば， 個々の要素の中味を吟味して行けば， 階級別所得分

配の姿や， 階級別消費支出等が明確に理解される． しかしながら， 最終的段階を結果的にみれば，

各要素の中には， それらの影響が混然と入りまじって切り離し難く， これを分類して理解すること

を不可能にしている．

　

この点の説明として， 次にわれわれは， 逆行列乗数 ［１－
Ａ－ＣＶゴー１の中の

　

ＣＶ

　

の意味するとこ

ろを， くわしく分析してみよう．

（３） 前に係数の定義のところで述べたように，

であり， また， Ｗ＝Ｗ．十Ｗ２＝６０，

　

Ｐ＝Ｐ．十Ｐ２＝６０

　

であった， 従って行列，

　

ＣＶ

　

は次のようにな

る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

…隆三警報機＝“］［篭絡ＩＨ三割闘

－

　

６４

　

｛
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この行列ＣＶ の各要素のもつ意味は次のょジ，になる．

　　　　　　　　　　　

、

　　　　

１１
① （ｃｖ）・・＝ｃ・・ｖ・・十ｃ１２Ｖ２１＝です

　

ｃ

　

ｎ『 寄りＷ※～×，→Ｗ，※，

　

き８者ｘ畜～１→★一皿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

６０

　　　　　　　　　　

，

　　　　　　　

Ｃ１２

　

　　　　　　 　　　　　

　　

１

　　

　　 　 　　
　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

６０

．・． ＠た ‐冊＋孟ーきき～ｘ，一ｃ，

　　　　　　　　　　　　　　　　

１６

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．② （ｃｖ）２・＝ｃ２・ｖ・・十ｃ２２Ｖ２・＝です

　

　　　 　 　 　　　　　　　　　　　

　　　　

１５

　

　　　　　　　　　
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

６０

　　　　　　　

Ｃ２２

　

　　 　　　　　　　　　　

　　

　

　　

。
＝★×表。

～・ 『。
→・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

６０

　　　　　　

－ 冊 一 一Ｃ・・， ＠ぉ‐昔＋★－

　　　　　　　　　

７
③ （ｃｖ）・２；ｃ・・ｖ・２＋ｃ・２Ｖ２２；零す

　

　

　

　　　 　 　 　 　 　　　　　　

　　　

２

　

『骨×★～・→★→
ヱ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

６０

　　　　　　　

Ｃ１２

　

　　 　　　 　　　　　

　　

５

　

　　　　　 　　　　
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

６０

，・， ＠ぉ－★＋★－★ →ｃ，

　　　　　　　　　

８
④ （ｃｖ）２２＝ｃ２・Ｖ・２＋Ｃ２２Ｖ２２＝濁す

　

　　 　　　　　　　　　　　

　

畜＝き×売 一 缶一３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

６０

　　　　　　

Ｃ２２

　

　　　　　　　　　　　　

５

　

一 Ｙ

　

５

　

捌１一

　

５ 』－
５

　　　

－－－ハ ヱｉｒｒ｝ｒ′÷ｉ［て～÷′－－６０

　　

６

　　　　　　　　　　　　　

６０

一

　

６５

　

｛



　

Ｖｏｌ．２４ＮＯ．２

　　　　

ＪｏｕｒｎａｌｏＩＨｏｌｄくａｉｄ。 Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ。ヱＢｄｕｃａｔｉｏｎ（ｓｅｃｔｉｏｎ

　

ＩＢ）

　　　

Ｊａｎｕａ坪，１９７４

　

．・．（め－－★＋★－晶～紗ｃ

　

上の分析から明らかにわかるように， この行列の各要素 （ｃｖ）ｉｊ

　

の右下につけられた添字の意味

は， 第ｉ産業の１単位の産出高が， 消費需要として第ｉ産業の財にどれだけ向けられるかを表わし

ている， 例えば， 行列の第１行第１列の要素 （ｃｖ），，は， 第１産業の産出が， それから派生する所

得を通じて， 第１財に対する消費需要を形成する姿をえがいている。 また例えば， 第２行第１列の

要素 （ｃｖ）２．は， 第１産業の産出が， その所得に与える影響を通じて， 第２財への消費需要をいく

ら派生するかを示している． このように， 各要素とも， 結果的には， 各産業産出高から各財への消

費需要の形成， という形でまとめられているが，

　

しかしその途中においては， 通過する所得階級

は， 賃金所得階級と利潤所得階級とに分れ， 従ってその所得から派生する消費需要も， それぞれ，

所得階級別に， そして消費の向けられる財ごとに， 異なった値をとっている。 いい換えれば， 行列

の各要素は， その形成の途中の過程において， 階級別所得分配と， 階級別財別消費性向との影響

を， 充分に取り入れているわけである． しかしながら， それぞれ要素としてまとめられた段階にお

いては， 一本の値となり， これらの影響は舞台の表面からは消えてしまい， すべての要因を勘察し

ながらも， 結果的には第ｉ財の生産が第ｉ財への消費需要をどれだけ形成するか， にまとめられて

い る．

　

このことは， われわれの分析にとって非常に大切な認識である。 何故ならば， 逆説的にもし産出

高形成と所得形成の過程の中に， 所得分配と， 階級別消費性向の影響がないとすれば， 外生的支出

の総額のみならず， その構成の変化は， もちろん， 産出高そのものには変化を与えるが，付加価値，

すなわち， 所得には何らの変化ももたらさない筈である。 ところが， 上述の逆行列［１－
Ａ－ＣＶゴー１

を乗ずべき被乗数 跡 聞 から 図 にその構成を変えると，それに伴ない，諸変数の値は次の

ようになる．

×＝［１－Ａ－ＣＶゴーｌｆ

標識ｇ８］一幕］一墨］
Ｙ＝ＶＸ＝Ｖ［１－Ａ－ＣＶ］－ｌｆ

Ｃ＝ＣＶＸ＝ＣＶ［１－Ａ－ＣＶ］‐ｌｆ

これに対して － － 園 の場合の各変数のとる値は 次の通りであった‐

　

た酬 Ｆ 標］，Ｃニ園

上述のように， 総産出高の値のみならず， 所得及び消費支出の値
までが， 外生的支出の構成の変

化に応じて変わる， という事実は， この逆行列乗数の中に， 所得分配
の効果と階級別消費性向の影

－６６

　

一
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響とが， 生かされていることを意味している。

５．

　

他 の 波 及 の 仕 方

産出高形成と所得形成との両過程が， 各段階ごとに互いに影響し合うという形をとりな
がら， し

かもそれぞれの過程を明別出来る方法はないか。 これが次のわれわれの課題である． この問題に対

する解答として， あるいは完全に満足のいくものではないかも知れない
が， 本節では， 別の波及の

仕方を検討してみよう。 すなわち， 前節４－（２）の場合とは異なり， 今度は， 産出
高形成の過程は，

各段階ごとに， その形成の過程を完了し， この各段階ごとに完了した産出高
から， その期の所得が

派生する， という形で波及の仕方を展開してみよう， それでは，
前回同様， 各段階ごとの各変数の

値を算出するという形で論を進めていく．

（第１段階）

①外生的支出ｆ～初発的支出として生産を誘発する外生的支出ｆは， 前回同様である。

①′最終需要 Ｆ（１）～第１段階における外生的支出ｆは， まずこの期における最終需要としての役割

を果たし， 産出高形成への刺激となる。

Ｆ（１）［吾コキ［キーＨ呈８］
②総産出高×（１）～各企業は， この最終需要に対する分の生産を行なうのみならず， その生産に伴っ

て生ずる原材料その他の誘発的需要を賄うために必要な生産をも， この段階においてすべて完了す

る．

Ｘ（・） 琵 ］ ぶ り十ＡＦ（１）十Ａ２Ｆ 叫 ‐‐‐‐‐＝ｆ十Ａｆ十Ａ２ｆ＋…－．‐

＝［１＋Ａ＋Ａ２十－－・・］ｆ 「三貫ｆー［・－Ａ］－．ｆ

＝Ｂｆ

に三割－－ＨＥＩＩ’ｇ１］Ｇ一 触１－］

　　　　　　　　　　　　　

１２壬署’割Ｅ８］上部ｉＨ墓］

　　　　　　　　　　　　　　

１２

③原材料投入高Ｕ①～第１期の生産のために必要な原材料の生産は， 今回は， すべて総産出高×
〆

の中に含まれているので， 別に算出する必要はない。 しかし， その形成の姿をみるために計算して

おくと， 次のように投入係数Ａ を
×（１） に乗じて算出される。

Ｕ（１）＝ＡＸ（１）＝ＡＢｆ

遍±簾］［旨３ｉ］［１１日＝総量土ｇ１圭三埋穏驚圭三］

　　　　　　　　　　　　　　　

６０［著す］［聾ＨＩ議題Ｈ墨］

　　　　　　　　　　　　　　　　

６０

－６７

　

－



　

ｖｏｌ，２４ＮＯ．２

　　　　

ヱ。ｕｒｎａｌ。土Ｈｏｌｄくａｉｄ。 ＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙｏｆＥｄｕｃａｔｉｏｎ（ｓｅｃｔｉｏｎ

　

ＩＢ） Ｊａｎｕａｒｙ，１９７４

④付加価値 Ｖ（１）＝分配国民所得 Ｙ（１）～前回と同様に， この期における所得 Ｙ（１） は， 今期の産出高

×（１）に付加価値率 Ｖ を乗じて算出される．

　　　

Ｖ（１）＝Ｙ（１）＝ＶＸ（１）＝ＶＢｆ

　　　　　　　　　　　　　　　　

６０　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

６０

⑤消費支出Ｃ（１）～今期の消費支出は， 今期の所得 Ｙ（１）に消費係数Ｃを乗じて算出される

　　　

Ｃ（１）＝ＣＹ（１）＝ＣＶＸ（１）＝ＣＶＢｆ

　　　　　　　　　　　　　　　　　

一座；劃瀦薯旨圭三土＝交替夏至驚喜き］

　　　　　　　　　　　　　

３６　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　

３６

　

これで第１段階における各変数の値の算出を終り， 次いで第２段階に入る．

（第２段階）

　

産出高形成の過程は， 第１段階において， 原材料生産を含めたすべての必要産出高の生産を完了

している。 従って第２段階においては， 初発的支出としての最終需要が新たに登場しなければなら

ない． その役割を荷なうのは， 第１段階において所得から派生した消費支出需要Ｃ
（１）である．

①最終需要 Ｆ（２）～上に述べたように， 今回は， 第２段階における最終需要は消費支出Ｃ（１）のみであ

る。

Ｆ（２）＝Ｃ（１）＝ＣＹ（１）＝ＣＶＸ（１）＝ＣＶＢｆ

ー［三豊；≦１１膿総量土ｇ１圭三土；総量土龍圭三］

②総産出高×（２）～この最終需要をみたすために必要な， 原材料の生産を含めた総産出高の形成は，
この期のうちに完了する．

２）＝［１ーＡゴーＩＦ（２）＝ＢＦ（２）＝Ｂ（ＣＶＢ）ｆ

一［ｇｌｉＥ－１］［≧；；８１膿ま琶繁昌圭三主題ｉ≦ｇｉｌｌ驚喜－三］

③原材料投入高 Ｕ（２）

　　

‐

　　　

Ｕ（２）＝ＡＸ（２）＝ＡＢＦの＝ＡＢ（ＣＶＢ）ｆ

－６８

　

一



第２４巻

　

第 ２号

　　　　　　　　　

北海道教育大学紀要（第一部Ｂ） 昭和４９年１月

一総量髪ＩＥ認証－圭三証票宣言嬬；圭三に憂さｇｉｌｌ±工匿お］

④付加価値 Ｖ（２）＝所得 Ｙ（２）

２）＝ＶＸ（２）＝ＶＢＦ（２｝＝ＶＢ（ＣＶＢ）ｆ

⑤消費支出 Ｃ（２）

　　　

Ｃ（２）＝ＣＹ（２）＝ＣＶ ２）＝ＣＶＦ（２）＝ＣＶＢ（ＣＶＢ）ｆ＝（ＣＶＢ）２ｆ

　

ここで予め （ＣＶＢ） を計算しておこう。

　

　　　　　　　　 　　　　　

　　　　　

－

　

ｃｌ・ｖｌｌｂｌｌ十ｃ１２ｖ２１ｂｌ・十ｃｌｌｖ１２ｂ２１十ｃ１２Ｖ２２ｂ１，ｃｎｖｌｌ
ｂ１２十ｃ１２Ｖ２１ｂ１２十ｃｌｌｖ１２ｂ２２十ｃ１２ｖ２２

ｂ２２「

　　　　　　

ー

　

ｃ２１ｖｌｌｂｌｌ十Ｃ２２Ｖ２１ｂｌｌ十Ｃ２１ｖ１２ｂ２１十Ｃ２２ｖ２２ｂ２１，ｃ２１ＶＩ１
ｂ１２十Ｃ２２ｖ２１ｂ１２十ｃ２１ｖユ２ｂ２２十Ｃ２２ｖ２２ｂ２２一

環贈剥離，韮Ｈ茎蓄］
Ｃ（２鷺割当富墓園一割

（第３段階）

①最終需要 Ｆ（３）

Ｆ（３）＝Ｃ（２）＝ＣＹ（２）＝ＣＶ ２）＝ＣＶＢ（ＣＶＢ）ｆ＝（ＣＶＢ）２ｆ

②総産出高 ×（３）

３）＝ＢＦ（３）＝Ｂ（ＣＶＢ）２ｆ

　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｌ９４４驚喜］［豊Ｈ三富８Ｈ豊

　　　　　　　　　　　　　　　　　

１９４４

③原材料投入高 Ｕ（３）

　　

Ｕ（３）＝ＡＸ（３）＝ＡＢＦ（３）＝ＡＢ（ＣＶＢ）２ｆ

－

　

６９

　

－



Ｖｏｌ，２４Ｎｏ．２

　　　　

ＪｏｕｒｎａｌｏｆＨｏｋｋａｉｄｏ ＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙｏＩＥｄｎｃａｔｉｏｎ（Ｓｅｃｔｉｏｎ

　

ＩＢ） ｊａｎｕａｒｙ，１９７４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１９４４０　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１９４４０

④付加価値 Ｖ（３）＝所得 Ｙ（３）

３）＝ＶＸ（３）＝ＶＢＦ（３）＝ＶＢ（ＣＶＢ）２ｆ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｌ９４４０一主部墓Ｈ墓驚倒‐轍］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１９４４０

⑤消費支出 Ｃ（３）

Ｃ（３）＝ＣＹ（３）＝ＣＶＸ（３）＝ＣＶＢＦ（３）＝ＣＶＢ（ＣＶＢ）２ｆ＝ ＶＢ）３ｆ

　　　　　　　　　　　　　　　

ｌ１６６４　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

１１６６４

　

これで第３段階までの各段階における， 各変数の値の計算を終了したわけであるが， 例によっ

て， この波及の仕方を図示すれば， 第２図のようになる．

第

　

２

　

図

圃ｒ１）言 木 端も

　　　

／で望もｆ）
Ｖ（１）＝Ｙ（１）一 Ｃ（ｏ＝爾

謡 隷 雪 蜜 罰（謝り） （三ｇ奉書キ・））

　　　　　　　　　　　　　　　　　

→ Ｕ（み

ぎ憲司 （ｉ嚢瀞＼ 崇め２ｆ」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｖ（３）＝Ｙ（３）

　　　　　

（ｉ》醍醐２ｆ） 鑓 彰一

　

そして， このような波及の行き尽くした窮極の状態における， 各変数のとる値は， 次のように算

出される．

①最終需要

　

Ｆ

Ｆ＝Ｆ（１）十Ｆ（２）十Ｆ（３）十 ……

　

＝ｆ＋ＣＶＢｆ＋ ＶＢ）２ｆ＋……＝［１十ＣＶＢ十（ＣＶＢ）２十……］ｆ

－ ｄ 玩 た［１ーＣＶＢゴー１ｆ

ここで ［１ーＣＶＢゴー１の値を予じめ計算しておくと，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

［醐 幸江－［主部－」じき’，：亀円雪亀］
－

－７０－
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雌雄
となる。 従って，

７８

　　　

２４

　　　　　　　

２３４０十４８０

　　　　

２８２０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４７［１雛謄塚国園＝［闘矧Ｈ尊ト醐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４７

②総産出高

　

Ｘ

ｘ＝×（１）＋×（２）＋×（３）＋……

　

＝Ｂｆ十Ｂ（ＣＶＢ）ｆ＋Ｂ ＶＢ）２ｆ＋……

　

＝Ｂ［１十ＣＶＢ十（ＣＶＢ）２＋……］ｆ

－－ 一 郎［１－ＣＶＢ］ぜ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１２一骨董喧劉園櫨霊廟亡霊瀞｛８８］

　

１２

　

’

　

１２

　　　

４７

　

’

　

４７

　　　　　　　

１２

　

’ １２

　　　　　　　　　

１２

③原材料投入高

　

Ｕ

Ｕ ＝Ｕ（１）十Ｕ（２）十Ｕ（３）＋……

　

＝ＡＢｆ十ＡＢ ＶＢ）ｆ十ＡＢ（ＣＶＢ）２ｆ＋……

　

＝ＡＢ［１十ＣＶＢ十（ＣＶＢ）２＋……］ｆ

－ 鳥ｆ＝ＡＢ［１ーＣＶＢコサ

ー聴講階調；煎餅晴一‐［欝湖上８］
④付加価値Ｖ＝所得Ｙ

Ｙ＝ １）十Ｙ（２）十 ３）＋……

　

＝ＶＢｆ十ＶＢ ＶＢ）ｆ十ＶＢ ＶＢ）２ｆ＋……

＝ＶＢ［１十ＣＶＢ十（ＣＶＢ）２＋……］ｆ

－ 一 馬ｆ；ｖＢ［１ーＣＶＢゴー１ｆ

驚喜醐馨事態８日量喜一橿８］一驚］
⑤消費支出

　

Ｃ

Ｃ＝Ｃ（１）十Ｃ（２）十Ｃ（３）＋……

　

＝ＣＶＢｆ十（ＣＶＢ）２ｆ十（ＣＶＢ）３ｆ＋……

　

＝ＣＶＢ［１十ＣＶＢ十（ＣＶＢ）２十……］ｆ

ー畏 鳥 にＣＶＢ［１‐ＣＶＢＨ

一７１－



　

Ｖｏｌ．２４Ｎｏ．２

　　　　

ＪｏｕｒｎａｌｏｆＨｏｋｋａｉｄｏ ＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙｏｆＥｄｕｃａｔｉｏｎ（Ｓｅｃｔｉｏｎ

　

ＩＢ）

　　　

Ｊａｎｕａｌｙ，１９７４

　

一喜都塵割当ｉ割８８ト歳Ｈ壷Ｈｉｇ］

　

上述の算出された各変数の値は， 前節４－－（２） において算出された各変数の値と全く等しい． す

なわち， 例えば総産出高Ｘについていえば， 本節の式と前節の式とは，

Ｂ［１一ＣＶＢ］－ｌｆ＝［１ーＡ一ＣＶコ一ｆ

となるわけである．

　

さて， 上述の総産出高算出の式をもう一度ここに取り出して検討してみよう．

×＝Ｂ［１－ＣＶＢ］－ｌｆ

　

＝［１－Ａコ冊１［１－ＣＶＢゴーｌｆ

　

この式は，一見してわかる通り
．
，産出高形成の乗数式［１－Ａゴ

ー１と，所得形成の乗数式［１－ＣＶＢ］
ー１

とが， 明らかに分離されて用いられている． すなわち， 最終需要に対する原材料生産を含めた必要

産出高の形成は，［１－Ａ］
－ＩＦで完了し， 他方， 生産によって生じた所得から派生する消費支出が，

また更に最終需要として次の生産を誘発するという所得形成過程の方は，［１ーＣＶＢゴ
ーｌｆによって算

出される． いい換えれば， 産出高形成と所得形成との両過程は， 全く別個の乗数の形で明別されて

いるわけである． その意味では，この逆行列乗数は，前出の逆行列乗数［１－Ａ－ＣＶゴ
ー１より優れてい

るという結果が， 期せずして出て来たわけである． しかしその事は， この［１－Ａ］
－１と［［－ＣＶＢ丁ｉ

との二つに分けられた乗数が， 互いに全く無関係に成立することを意味するものではない． それと

は逆に， 両者は， 形式上独立の乗数のようにみえながら， 互いに切離し得ない深いつながりを持っ

ていると解し得る．

　

すなわち， 一方で，［１－ＣＶＢ］
－１は， 被乗数である外生的支出に乗ぜられて，ｆ→

×→Ｙ→Ｃ＝Ｆの

関係図からわかるように， 外生的支出が， 産出高形成一所得形成一消費支出派生という因果関係を

通じて， 次の乗数 ［１－Ａ］
－１が乗ぜらるべき被乗数である最終需要Ｆを， 造り出す過程を荷なうの

に対して， 他方，［１－Ａ丁
１

　

の方は， このように， 乗数［１ーＣＶＢ］
－１により所得形成を通じて実現

された最終需要を起点として， その生産に必要な原材料を含む総産出高形成の過程を担当する．

　

以上のように， われわれは， 産出高形成と所得形成との両過程が， 各段階ごとに， どのように互

いに干渉し合いながら進行して行くかを， 二つの異なった波及の姿によって検討して来た結果， 二

つの逆行列乗数 ［１－Ａ－ＣＶ］－１と Ｂ［１－ＣＶＢゴー とを得たわけであるが， これら二つの逆行列乗

数は， 全く関係のない別個独立のものではなく， 見方を変えた，同じものの別の表現であるともみ

なすことが出来る．

　

すなわち， 後者の式は， 前者の式から， 次のようにして導き出すことが出来る．

［１一Ａ－Ｃｖ］－，＝

　　　

１

　　　

－
１

　　　　

－

　　　　　　

１

　　　　　　　　

１－Ａ－－ＣＶ

　　

（１－Ａ）－ＣＶ

　

（１－Ａ）２

　

ＣＶ（１ーＡ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１－Ａ）

　

（１ーＡ）

ー

　　　　　　　

１

（Ｉ－Ａ）［Ｉ－ ぜ お ｒ
（１ーＡ）－１［１－ＣＶ（１－Ａ）暢１］－１

＝Ｂ［１－ＣＶＢ］－１

もし， どちらの乗数も， 同じ被乗数 鶴こ乗ぜらるべき一本の乗数であると考えれば， 当然どちら

も， 乗数としての値は等しい筈である． 数値例でいえば，

－７２－
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［，｛畔［雪堂Ｈ霊蓬］

　

６０

　

’

　

６０

　　　　　

９４’

　

９４

１５

　　　

５

　　　

７８

　　　

２４

　　　　

２３０ １２５

Ｂ［・伽 二割茅罫Ｈ薯馨］
となって， 両者は， 全波及の過程を終了した窮極の状態においては， 全く同じ値をとる． しかしな

から， 波及の途中の各段階ごとに切断して， 係数の値を比較してみると， 両者の相違が明らかにな

る。 すなわち両者の級数的波及の姿は次のようになる。

　　

［１－Ａ－ＣＶ］－１＝１十（Ａ十ＣＶ）＋（Ａ十ＣＶ）２＋……

‐［討鼠算］＋［喜董］２＋
Ｂ［１－ＣＶＢゴー１＝Ｂ十Ｂ（ＣＶＢ）十Ｂ（ＣＶＢ）２十……

　

‐産室］＋臨書］虚言］一喜’割署割十

　

このように， 両者は初項以下各項に亘って， 全く異なった値をとる。 これらの乗数を乗ずべき被

乗数は， 両者共通に外生的支出ｆなのだから， これらの乗数の間の各段階ごとの係数の差は， その

まま各段階ごとの産出高の差となって現われることは， いうまでもない。 もっとも， この差が最後

矧 甑 謝 徽 当然， 鋤方が熔、（前者［み；訂後者産 室］）胤
１２’

　

１２

　　　　　　　　　　　　　

１７

，且

　　　

三，工
も， その初項における差は， それともま逆の公比における差

　

前者

　　　　　　　

後者

　　　　　

－

　　　　　　　　　　　　　

　　 　

　　

　　 　

によって相殺され， 段階を追うごとに差が縮少され， 窮極の状態では両者が等しくなるわけであ

る。

　　　　　　　　　　　　

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

，

　

この初項における差は， 何によって生じたかというと， 前者においては， 産出高の形成が各段階

においてその一部のみを実現するとみなすのに対して， 後者においては， 各段階の最終需要をみた

すために必要な産出高の形成は， 各段階ごとに完全に実現されるとみなして計算を行なっているか

らである。 また， これとは逆に， 公比は， 前者が大きい。 それは， 前者においては， 原材料生産と

消費支出需要との両方が乗数の係数を構成しているのに対して， 後者においては， 消費支出のみが

公比の係数となっていることによるものである。

６， 逆行列［１ーＣ‐Ｗ驚丁１の中における ＣＶＢ の意味

　

この節では， 逆行列 ［１－ＣＶＢゴー１の中の ＣＶＢ の意味するところを， 更に詳しく吟味すること

とする。 その意図は， この逆行列乗数においても， 結局前出の乗数［１－Ａ－ＣＶゴー
１と同様， 所得分

配と階級別消費性向とが， 充分その役割を演じていながら， これらを分離してその影響を明別する

「７３－



Ｖｏｌ，２４Ｎｏ，２

　　　　

ＪｏｕｒｎａｌｏｆＨｏｋｋａｉｄｏ ＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙｉｏｆＥｄｕｃａｔｉｏｎ（Ｓｅｃｔｉｏｎ

　

ＩＢ）

　　　

｝ｇｎｕａ１γ，１９７４

ことが不可能であることを理解することにある．

　

さて

　

ＣＶＢ の行列表示は，

　　　　　

‐

　

ｃ，．ｖ，．ｂ，．十ｃ，２ｖ２，ｂ，．十ｃ，．ｖ，２ｂ２，十ｃ，２ｖ２２ｂ２，， ｃ，．ｖ，．
ｂ，２十ｃ，２ｖ２，ｂ，２＋ｃ，．ｖ，２ｂ２２十ｃ．２ｖ２２ｂ２２「

　　　　　

ー

　　

ｃ２，ｖ，．ｂ，．十ｃ２２ｖ２，ｂ，．十ｃ２，ｖ，２ｂ２，十ｃ２２ｖ２２ｂ２，， ｃ２，ｖ，．
ｂ，２＋ｃ２２ｖ２，ｂ，２＋ｃ２，ｖ．２ｂ２２十ｃ２２ｖ２２ｂ２２

そして， 行列 ＣＶＢの各要素は， 次のように分解される．

　　　　　　　　　　　　　　　　　

５
① （ｃｖｂ），．＝ｃ，．ｖ，．ｂ，．十ｃ，２ｖ２，ｂ，．十ｃ，．ｖ，２ｂ２，十ｃ，２ｖ２２ｂ２． ＝ －－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１８

　

鍍ｖｕ』‐ 帯 ．
ＷＩ 署１～ｆ，一×，一Ｗ，一ＣＦＦ，

　　　　　　　　　　　

Ｘ，

一昔一。×ｉ曇～１→蓋一→孝

　　　　　

Ｃ，２

　　

Ｐ，
鍍糊』－す．一・半～ｆ，一×，一Ｐ，一ＣＦＦ，

　　　　　　　　

Ｘ，

‐ 表。×ｉ曇～１ョ曇亀→孟

ｃｕ晦』‐ 帯 ．
Ｗ２ 幸１～ｆ，一×一Ｗ 一ＣＦＦ，

　　　　　　　　

Ｘ２

　　 　　 　 　
　　　　

　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

２４

　　

７２

　　　　　

Ｃ，２

　　

Ｐ２
鍍晦』－す．一・半～ｆ，一× 兆一ＣＦ

Ｆ，

　　　　　　　　

ｘ２

一言×妻。×き～１→暑ｒ 品→童

．‐．（ｃｖｂ）。‐★＋毒＋秀 一 － 晶 ～ｆ・→ＣＦＦ・

　　　　　　　　　　　　　　　

７
（ｃｖｂ）２・＝ ２・ｖ・・ｂ・・十ｃ２２ｖ２・ｂ・・十ｃ２・ｖ・２ｂ２・十Ｃ２２ｖ２２ｂ２・；「房「

吻ｖぬＦ
Ｃ
帯 ．

ｗ・ キー～ｆ，→×，→ｗ，→ＣＦＦ

　　　　　　　　　

Ｘ，

②

　　

　

　　　　　　　　　　

　

６

　　

１０

　　　　

Ｃ２２

　　

Ｐ，吻糊』 ． 一 ・ モ ～ｆ，一×，一Ｐ，一ＣＦＦ

　　　　　　　　

Ｘ，

毛 一。×まト１ 曇→ 毒
吻－』‐寺．

Ｗ２ 幸１～ｆ，一ＸＨＷ一ＣＦＦ

　　　　　　　　

Ｘ２

一言×表。 一ｒｌ→喜
→
１
→
１

　　　　　　　　　　　　　　　　　

２４

　　　

４８

　　　　

Ｃ２２

　　

Ｐ２
ｃ甥ｖめ組＝÷ｉｒ．－－

．義三～ｆ，→×→ｐ→ｃ ＝Ｆ

　　　　　　　　

Ｘ２

　　　

ｆ，

　

　

　

　

　

　　　　

　

　　　

　

　　　

　

　　　　

　

　　　　

　
＝÷× ；^ だ き ・一

　

Ｖ

　

→

　

ｖ

　

→

　

Ｙ

　

　

　　　

　　

　　　

　　

　　　　　　　　　　　　　

１２

　　　

２４

　　

１４４

－７４－
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．・． ＠帖，‐★＋★＋★＋歯－★～ーｃＦｇ

　　　　　　　　　　　　　　　　

４
③

　

ｖｂ），２＝ｃ，．ｖ，．ｂ，２＋ｃ，２ｖ２，ｂ，２＋ｃ，．ｖ，２ｂ２２十ｃ，２ｖ２２ｂ２２

　

＝ －－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１８

窃敬』－－
Ｃ
蒙≠．

ｗ・ ４ｉ
２ 一 →×，→ｗ，→ＣＦＦ，

　　　　　　　　

Ｘ，

　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２４

　　

７２

　　　　　

Ｃ，２

　　

Ｐ，鍍捌』 ｏ

　

キー
２４→Ｘ，→Ｐ一ＣＦＦ，

　　　　　　　

Ｘ，

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　

１２

鍍悩』－寿。
ｗ２ キ２一 兆→ｗ→ＣＦＦ，

　　　　　　　

ｘ２

　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２４

．・． ＠ 触－★十★＋★＋★－★～ →ｃＦＦ，

　　　　　　　　　　　　　　　　

５
④

　

ｖｂ）２２＝ｃ２，ｖ，．ｂ，２十ｃ２２ｖ２，ｂ，２＋ｃ２，ｖ．２ｂ２２十ｃ２２ｖ２２ｂ２２

　

＝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１８

吻恥』－
Ｃ
帯 ．

ｗ・ キー
２４→×，→ｗ，→ＣＦＦ

　　　　　　　

Ｘ．

　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４８

　　　　

Ｃ２２

　　

Ｐ，吻糊』 ． ・ キ ー〆×，一Ｐ，一ＣＦＦ

　　　　　　　　

Ｘ，

令×金 一 ｒ・→品→
．→１

　　　　　　　　　　　　　　　　　

２４

　　

１４４

吻ｖぬキー
Ｃ
帯 ．

ｗ２。
Ｘ２２４→Ｘ“ｗ“ＣＦＦ

　　　　　　　　

Ｘ２

　　　

ｆ２

　　　　

Ｃ２２

　　

Ｐ２吻悩』－す。 キ２４兆 殉鴻ＦＦ

　　　　　　　

Ｘ２

－…×畜×昔～１一昔 号→★

，，． ＠帖，‐★＋★＋★＋★－★～ｆ鴻ＦＦ

　

以上， ＣＶＢ の各要素を分解して示したが， それぞれ矢印で示した波及の方向， 及びその数値例

から理解されることは， 次の諸点である。

　

（１） まず第１に， 逆行列乗数［１－ＣＶＢゴ
ー１の級数波及の公比を構成ているこの係数ＣＶＢは，

ｆ→×→Ｖ→Ｃ＝Ｆ

　

という図からわかるように， 外生的支出から出発して， 所得形成と消費支出を通

過し， 結局， 次の逆行列乗数 ［１－Ａ］
－１の形成を誘発する， 最終需要Ｆが形成される過程を，造成

するわけである。

　

（２） しかしながら， 第２に， この公比 ＣＶＢは， 前出の乗数の公比（Ａ十ＣＶ）と同様， ただ１

つの段階のみの係数であり， 波及が進むにつれて，（ＣＶＢ）
２
，（ＣＶＢ）

３……というように， その波及

鮒

　

７５

　

－



Ｖｏｌ・２４Ｎ０，２

　　　　

ｂｕｒｎａ１ば Ｈ０ｋ１くａｉｄ。ＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙｏｔＢｄｎｃａｔｔｏｎ（Ｓｅｃｔｉｏｎ

　

ＩＢ）

　　　

廠ｎｕａ〃，１９７４

の姿は複雑に入り組んで， 上のように分解して示すことが到底不可能になることは， 容易に
理解さ

れるところである． しかも， われわれの採用した例は， 理解を容易にするために，
産業数２， 所得

階級２とし， 分割を必要最少眼に押さえたのであるが， 実際の産業数， 所得階級数は， 相
当の数に

なるのであるから， 現実に産業連関分析の枠内で行動する限り， これら部門間の干渉の
仕方を分解

して検討することは

　

全く不可能といわざるを得ない．

　

（３） この逆行列乗数 Ｂ［１－ＣＶＢ］－１は， 上述のように， 産出高形成と所得形成との両過程を
分

離して示すことには， 一応成功したといえるが， 前出の逆行列 ローＡ－ＣＶゴー１ の ＣＶ の意味をの

べたところでも言及したように， 折角， その中に所得分配と階級別消費性向の影響を
反影させてお

りながら， その影響の仕方を分離して明示することは， やはり不可能となっている．

７，

　

お

　

わ

　

り

　

に

われわれは， 本小論で産出高形成と所得形成との両過程の交渉の仕方を， いろいろな観
点から分

析して来たわけであるが， 本小論の立場， すなわち， これらの両過程が互いに干渉し合う姿
を分析

の対象としながらも， 結局は， 産業別総産出高が， いかに形成されて行くかを追求するという産業

連関分析の立場に立つ限り， 経済循環の姿をマクロ的に把える時には考慮の外に置くことの出
来た

問題， すなわち， 所得の分配と階級別消費性向とのちがいが， 産出高のみならず， 所得にも大きな

影響を与えているという事実を， 充分理解しながらも， それらの影響の仕方を分離して取り出し，

検討を加えることは出来なかった，

　

これは， ある意味では仕方のないことであり， 本小論の目的から逸脱した問題であるとして， 切

り離すことも出来る． しかしながら， 他方， これらの要因が， 見逃すことの出来ない重要な役割を

演じていることも， また事実である． しかし， これらを分析するためには， われわれは， 上述の論

述とは全く異なった新しい別の観点に立って， 分析を進める必要があることも明らかである． この

残された問題については， 稿を改めて検討することにしたい。
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